
（1） TUS SciTech構想
　2031年の創立150周年に向けて掲げた「世界
の未来を拓くTUS」実現に向けた施策の一環と
して策定。①個別研究力の強化②学長直轄組織

「TUS SciTech 共創推進本部」を司令塔にした組
織研究力の強化③社会と共同した人材育成を行
う「新共創研究圏」の構築による機関共創の強
化の３段階で構成され、各段階の取り組みを循
環的、相乗的に機能させることで新たな社会的
価値を創造する。

（2） 東京慈恵会医科大学との連携強化
　2013年に連携協定を締結し、教育連携や共同
研究を進めてきた東京慈恵会医科大学との医理
工薬連携をさらに強化。学生や教員・研究者、
事務職員などすべてのステージでの人材連携、
連携ラボの設置などにより、異分野連携の一大
研究拠点として整備を進める。

（3） TUS SciTech 連携ビレッジ構想（仮称）
　「TUS SciTech構想」の第３段階「新共創研究
圏」の構築においてメインとなる取り組み。企
業のサテライト研究室などを各キャンパスの特
性（広さ、交通アクセスなど）に合わせ、オン
キャンパス（学内）▽ニアキャンパス（キャン
パス近接地）▽バーチャル（インターネット上）
に設置する。

（4） データサイエンス教育プログラム
　在籍するキャンパス、学部学科・研究科専攻
にかかわらず、データサイエンスに関する知
識・技術を修得できる学部から大学院までの一
貫した教育プログラム。学部生対象プログラム
にはレベル１（リテラシーレベル）、レベル２

（応用基礎レベル）、レベル３（専門基礎レベル）
の３つを用意。リテラシーレベルと応用基礎レ
ベルについては文部科学省の「数理・データサ
イエンス・AI教育プログラム認定制度」の認定
を受けている。

（5） 一般選抜A方式
　一般選抜のうち、大学入学共通テストを利用
した入試方式。26年度入試（26年４月入学）か
ら、昼間学部を対象に従来の「４教科型」に

「３教科型」と「２教科＋英語資格検定」が追
加される。４教科型は国公立大学の受験対策が
活用できるメリットがある（出願は１学科）。
３教科型は他の私立大学の大学入学共通テスト
利用型入試との併願がしやすい（２学科まで出
願可）。２教科＋英語資格検定は外部英語資格・
検定試験のスコアが基準を満たせば出願でき、
共通テスト後の出願も可能（２学科まで出願可）。
なお、理学部第二部において、名称を「A方式
(理学部第二部)」に変更する。

石
いし

川
かわ

正
まさ

俊
とし

学長
1977年東京大学工学部計数工学科卒
業。79年同大学大学院工学系研究科
計数工学専門課程修士課程修了。88
年工学博士（東京大学）。専門はシス
テム情報学。通商産業省研究員、東
京大学大学院教授、理事・副学長な
どを経て2022年より東京理科大学学
長。東京大学名誉教授。2011年紫綬
褒章、その他国内外にて多数受賞。

　1881（明治14）年の開学以来、真に実力を身につけ
た学生を卒業させる教育方針は「実力主義」と呼ばれ、東
京理科大学を象徴する言葉として知られています。科学技
術の力を生かして社会のさまざまな分野に貢献する人材を
一貫して送り出し、今や押しも押されもしない国内随一の
理工系総合大学としての地位を占めています。
　AI（人工知能）の台頭に表される時代の急激な変化は、
社会のあらゆる仕組みに再検討を迫っています。もちろん
大学も例外ではありません。東京理科大学は「未来を拓く
実力」を備えた人材の育成を自らに課し、独創的かつ大胆
な改革を次々に打ち出しています。2023年度の理工学部
の創域理工学部への再編、先進工学部の学科拡充に続き、
26年度には33年ぶりとなる新学部が誕生予定です。変わ
り続ける大学の「かたち」を石川正俊学長が縦横に語ります。
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学
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枠
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超
え
た
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融
合
・
統
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」
を
進
め

科
学
技
術
で
未
来
社
会
へ
の
変
革
を
リ
ー
ド
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知
識
の
陳
腐
化
に
知
能
で
対
抗

科
学
技
術
主
義
時
代
の
「
実
力
」

　

東
京
理
科
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
物

理
学
講
習
所
は
１
８
８
１
（
明
治
14
）
年

に
開
校
し
ま
し
た
（
２
年
後
に
東
京
物
理

学
校
に
改
称
）。
創
設
者
が
胸
に
抱
い
て

い
た
の
は
「
国
の
繁
栄
は
科
学
技
術
が
基

礎
」
と
い
う
固
い
信
念
で
し
た
。
当
時
、

自
然
科
学
を
教
え
て
い
た
の
は
、
77
（
明

治
10
）
年
に
発
足
し
た
東
京
大
学
と
東
京

物
理
学
校
だ
け
で
し
た
。
産
声
を
上
げ
た

ば
か
り
の
近
代
日
本
の
科
学
技
術
振
興
を

担
っ
て
き
た
パ
イ
オ
ニ
ア
と
言
え
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
１
４
０
年
余
り
、
東
京
理
科

大
学
は
「
科
学
技
術
」
に
根
ざ
し
た
高
度

な
研
究
力
と
教
育
力
に
よ
り
、
社
会
の
発

展
と
歩
調
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
日
本
が
得
意
だ
っ
た
欧
米
モ
デ
ル

を
模
倣
し
、
改
良
を
施
す
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
型
の
経
済
成
長
は
過
去
の
遺
物
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
エ
ン
ジ
ン
だ
っ
た
科
学
技

術
の
役
割
も
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。
今
で
は
必

要
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
で
す
が
、
も
と
も

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
な
く
て
困
っ
て
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
登

最
先
端
の
場
で
は
、
異
分
野
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
基
本
動
作
の
一
つ
で
す
。

「
２
０
２
４
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
は
、
化
学

賞
が
た
ん
ぱ
く
質
合
成
に
関
わ
る
知
見
を

Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
た
こ

と
、
ま
た
物
理
学
賞
は
物
理
現
象
の
モ
デ

ル
を
脳
神
経
の
モ
デ
ル
に
当
て
は
め
て
Ａ

Ｉ
の
仕
組
み
を
編
み
出
し
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
の
分
野
だ
け
で
は
新

し
い
こ
と
が
な
か
な
か
生
み
出
せ
な
く
な
っ

て
い
ま
す
」
と
石
川
学
長
は
話
し
ま
す
。

　

科
学
技
術
の
飛
躍
に
欠
か
せ
な
い
異
分

野
間
の
融
合
・
統
合
を
目
指
す
東
京
理
科

大
学
と
し
て
の
取
り
組
み
が
、
23
年
度
に

行
わ
れ
た
理
工
学
部
の
創
域
理
工
学
部
へ

の
再
編
と
、
先
進
工
学
部
に
新
し
く
物
理

工
、
機
能
デ
ザ
イ
ン
工
の
２
学
科
を
新
設

し
、
５
学
科
体
制
に
し
た
こ
と
で
す
。
創

域
理
工
学
部
は
Ａ
分
野
と
Ｂ
分
野
の
「
融

合
」
に
よ
っ
て
、
Ｃ
と
い
う
新
し
い
考
え

方
（
領
域
）
の
創
出
を
刺
激
し
、
先
進
工

学
部
は
「
や
り
た
い
こ
と
」
を
中
心
に
多

分
野
か
ら
人
が
集
ま
る
「
統
合
」
の
手
法

で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
異
分
野
を
融
合
・
統
合
さ
せ

る
と
い
う
考
え
方
を
全
学
に
広
げ
る
試
み

と
し
て
、
東
京
理
科
大
学
は
24
年
８
月
、

新
た
な
教
育
研
究
体
制
整
備
に
向
け
た

「TUS SciTech

構
想
  （1）

」
を
策
定
し
ま
し

た
。
従
来
の
学
部
・
学
科
単
位
の
研
究
力

強
化
を
土
台
と
し
な
が
ら
、
全
学
的
な
視

点
で
部
局
横
断
的
な
取
り
組
み
を
進
め
、

組
織
研
究
力
を
高
め
ま
す
。
そ
の
た
め
の

〝
司
令
塔
〟
と
し
て
、学
長
直
轄
の
「TUS 

SciTech 

共
創
推
進
本
部
」
が
25
年
４
月

に
発
足
し
ま
し
た
。

場
す
る
と
社
会
を
完
全
に
変
え
ま
し
た
。

顕
在
化
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
科
学
技
術

を
使
う
と
い
う
よ
り
、
科
学
技
術
が
誰
も

知
ら
な
か
っ
た
価
値
を
生
み
出
し
、
社
会

変
革
を
牽
引
し
て
い
く
―
―
そ
う
い
う
新

時
代
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
石
川
学
長
は
「
科

学
技
術
主
義
」
と
呼
び
、
そ
こ
で
求
め
ら

れ
る
「
実
力
」
を
こ
う
説
明
し
ま
す
。

　
「
科
学
技
術
を
ベ
ー
ス
に
社
会
が
動
い

て
い
く
科
学
技
術
主
義
の
も
と
で
、
日
本

が
世
界
で
戦
う
た
め
に
は
、
科
学
技
術
を

き
ち
ん
と
理
解
し
、
活
用
す
る
力
が
必
要

で
す
。
と
こ
ろ
が
今
、
科
学
技
術
の
世
界

は
細
分
化
と
短
命
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

一
つ
一
つ
の
テ
ー
マ
が
生
ま
れ
て
は
消
え

て
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
起
き
る
の
は

知
識
の
陳
腐
化
で
す
。
知
識
の
習
得
は
必

要
で
す
が
、
昔
ほ
ど
大
き
な
比
重
を
占
め

な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
は
も
ち
ろ
ん

Ａ
Ｉ
の
登
場
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
人

間
の
能
力
と
し
て
何
が
必
要
か
と
い
う
と
、

知
識
と
い
う
言
葉
に
対
し
て
『
知
能
』
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
問
題
点
を
抽
出
し
、

何
を
す
れ
ば
い
い
か
を
考
え
、
新
し
さ
を

生
み
出
す
力
で
す
。W

hat

よ
り
もHow

で
す
。How

（
や
り
方
）
が
身
に
つ
い

て
い
れ
ば
科
学
技
術
の
細
分
化
・
短
命
化

が
進
ん
で
も
対
応
で
き
る
。
そ
こ
を
学
ん

で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

学
問
に
「
新
し
さ
」
を
生
み
出
す

異
分
野
を
つ
な
げ
る
取
り
組
み

　

あ
る
学
問
分
野
を
学
ぶ
の
は
、
そ
の
学

び
方
を
別
の
学
問
分
野
に
応
用
し
た
り
、

未
知
の
分
野
を
切
り
拓
く
手
段
と
す
る
た

め
で
も
あ
り
ま
す
。
実
際
、
科
学
技
術
の

社
会
実
装
へ
企
業
と
連
携
強
化

創
域
情
報
学
部
を
26
年
度
新
設

　

さ
ら
に
一
大
学
の
枠
を
超
え
、
他
大
学

や
企
業
、
地
域
な
ど
と
共
同
で
人
材
育
成

を
行
う
「
新
共
創
研
究
圏
」
と
い
う

フ
ィ
ー
ル
ド
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

と
の
医
理
工
薬
連
携
  （2）

の
さ
ら
な
る
強
化

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
理
科
大
と
し
て
カ
バ
ー
し
て
い
る
範
囲

の
教
育
・
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
外
部
の
組

織
体
と
連
携
し
て
進
め
よ
う
と
い
う
の
が

新
共
創
研
究
圏
の
考
え
方
で
す
。
医
学
に

関
し
て
は
慈
恵
医
大
と
強
い
連
携
を
取
り
、

単
位
互
換
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
研
究
レ

ベ
ル
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

た
い
。
ま
た
農
学
分
野
で
も
他
の
組
織
体

と
の
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
」（
石
川
学
長
）

　

新
共
創
研
究
圏
を
舞
台
に
し
た
取
り
組

み
で
は
企
業
と
の
連
携
も
注
目
で
す
。
東

京
理
科
大
学
がTUS SciTech

構
想
の
目

玉
と
し
て
掲
げ
る
の
が
「TUS SciTech 

連
携
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
（
仮
称
）  （3）

」
で
す
。

企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
研
究
室
を
大
学
内

（
オ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
大
学
周
辺
（
ニ
ア

キ
ャ
ン
パ
ス
）、
ネ
ッ
ト
上
（
バ
ー
チ
ャ

ル
）
に
設
置
し
、
東
京
理
科
大
学
を
核
と

し
た
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
（
集
合
体
）
を
形

成
す
る
試
み
で
す
。
石
川
学
長
は
狙
い
を

こ
う
話
し
ま
す
。「
今
で
も
産
学
共
同
研

究
は
進
め
て
い
ま
す
が
、
産
業
上
の
実
装

を
担
う
企
業
と
も
っ
と
強
い
連
携
を
取
り

た
い
。
学
生
が
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
る
し
、
ビ
レ
ッ
ジ
の

中
で
企
業
同
士
の
連
携
が
起
き
る
こ
と
も

期
待
し
て
い
ま
す
」

　

東
京
理
科
大
学
は
26
年
度
、
科
学
技
術

の
中
で
核
心
と
い
え
る
情
報
科
学
技
術
を

担
う
「
デ
ジ
タ
ル
人
材
」
育
成
を
目
的
と

し
た
組
織
改
編
を
行
い
ま
す
。
33
年
ぶ
り

の
新
学
部
と
な
る
創
域
情
報
学
部
が
野
田

キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
設
予
定
で
す
。
情
報
理

工
学
科
の
み
の
１
学
科
体
制
で
、
時
代
の

変
化
に
対
応
し
て
幅
広
く
情
報
ス
キ
ル
を

学
べ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
理
学

部
第
一
部
（
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
新

設
予
定
の
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
は
高
度
な
科
学
を
広
く
一
般
に
伝
え
る

人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た

併
せ
て
、
学
部
学
科
に
か
か
わ
ら
ず
情
報

科
学
技
術
を
学
べ
る
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
  （4）

」
の
開
発
・
提
供

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
方
式
に
３
教
科
型
な
ど
追
加

総
合
型
選
抜
（
女
子
）
に
手
応
え

　

26
年
度
入
試
（
26
年
４
月
入
学
者
対

象
）
で
は
、
一
般
選
抜
の
Ａ
方
式
（
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
）  （5）

に
お
い
て
、

昼
間
学
部
を
対
象
に
「
３
教
科
型
」
と

「
２
教
科
＋
英
語
資
格
検
定
」
が
加
わ
り

ま
す
。
ま
た
、
志
願
者
の
多
様
性
を
広
げ

る
と
い
う
意
味
で
は
、
24
年
度
入
試
で
導

入
さ
れ
た
総
合
型
選
抜
（
女
子
）
が
あ
り

ま
す
。
石
川
学
長
は
「
過
去
２
回
実
施
し
、

い
ず
れ
も
合
格
者
は
募
集
定
員
を
下
回
っ

て
い
ま
す
が
、
総
合
型
選
抜
（
女
子
）
を

実
施
し
た
学
部
で
は
一
般
選
抜
で
も
女
性

志
願
者
が
増
え
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

25
年
度
入
学
者
に
占
め
る
女
性
比
率
も
約

３
割
と
な
り
、
女
性
に
来
て
ほ
し
い
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
伝
わ
っ
て
い
る
」
と
手

応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

石
川
学
長
は
受
験
生
に
向
け
て
こ
ん
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。

「
自
分
が
人
生
で
何
を
し
た
い
の
か
を

考
え
て
キ
ャ
リ
ア
設
計
を
し
、
そ
れ
に
一

番
合
う
大
学
は
ど
こ
か
を
考
え
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
東
京
理
科
大
学
で
の
学
び

は
皆
さ
ん
を
一
つ
上
の
ス
テ
ー
ジ
に
上
げ

ま
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
階
段
は
す
べ

て
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ど
の
階
段
を
上

る
か
は
皆
さ
ん
自
身
が
決
め
る
こ
と
で
す
。

一
つ
上
の
ス
テ
ー
ジ
か
ら
見
え
る
景
色
は

高
校
時
代
に
見
る
も
の
と
は
全
く
違
う
で

し
ょ
う
。
ど
ん
な
景
色
が
待
っ
て
い
る
の

か
、
楽
し
み
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」
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